
CBAP合格体験記（CBT試験：日本語） 

ソフトバンク（株） 

今枝 裕晴 

受験日：2022年 11月 22日 

■受験の目的 

 

  NTN や OMO 等の新規領域の事業や様々なプロダクト化に関わる中、プロジェクト

マネジメントだけでは、益々複雑化するプロジェクトの炎上や PoC貧乏が止まらず、 

戦略アナリシス~ソリューション評価まで一気通貫したビジネスアナリシスの基本的な

知識や応用力を ECBA や CCBAで身につけた後、更なる実践スキル向上及び人財育成

を実現するため 

 

■受験条件 

 

① トレーニング：35PD=Professional Development（4 年以内に 35 時間相当の研修） 

② ビジネスアナリシス経験：7,500時間（10 年以内） 

       全 6 知識エリアの内＝4 知識エリア：900 時間以上 

③  費用：出願料（145 ドル） ＋ 受験料（IIBA 会員：350 ドル or 非会員：505 ドル） 

 

【参考】IIBA本部Webサイト（英語）  

      https://www.iiba.org/business-analysis-certifications/cbap/ 

IIBA会員費（139 ドル） 

 

■試験準備 

 

①  eLearning 

1. TECHCANVASS：CBAP CERTIFICATION TRAINING（英語） 

   https://techcanvass.com/Courses/IIBA-CBAP-certification-training.aspx 

2. AdaptiveUS：CBAP Certification Training（英語） 

https://www.adaptiveus.com/cbap-certification-training/ 

 

②  書籍 

1． IIBA：BABOK（日本語/英語） 

2． Watermark Learning：CCBA/CCBA 3.0 Certification Preparation（英語） 

https://www.watermarklearning.com/course/ccba-certification-preparation-v3.php 

 

https://www.iiba.org/business-analysis-certifications/cbap/
https://techcanvass.com/Courses/IIBA-CBAP-certification-training.aspx
https://www.watermarklearning.com/course/ccba-certification-preparation-v3.php


■試験内容 

 ① 時間：3.5時間 

 ② 問題数：120問（選択式） 

  ③ 言語：日本語（英語も選択可） 

 

■試験予約 

 ① PD時間や BA 職歴、紹介者 2 名（上司）を事前申請 

 ② IIBA 本部より①の事前審査承認メール通知 

 ③ 試験料支払い、試験日時予約（IIBA 本部Web サイトの Certificationより） 

 

■試験当日 

① 試験前：市ヶ谷試験センターに試験時間の 30分前に到着 

② 試験中：試験センターで他受験者と受付順に受験 （トイレや飲み物の為に途中退室可） 

③ 試験後：無事合格の結果が PC 画面に表示（写真撮影 NG） 

 

■受験者へのアドバイス 

 ① 合格後の目標を決める（例：BACoE/BACoP 起ち上げ、登録講師） 

② BABOK を最低 3回読む（例：1.日本語版⇒2.英語版⇒3.日本語版＆英語版の対比） 

 ③ 会場研修参加が難しい場合はオンライン研修や eLearningで PD取得する 

④ 模擬試験でシミュレーションして時間感覚を事前持つ 

⑤ パスポート等の IDを当日必ず持参する（ID が無いと受験不可） 

 ⑥ 3.5 時間の試験途中に数分休憩してリラックスする 

⑦ PC 画面で合格を確認するまで決して諦めない情熱を持ち続ける 

 

■最後に 

 ビジネスアナリシストは、長年の経験を持つベテランのイメージかもしれませんが、 

学生や社会人の若手やリーダーこそ、基礎コンピテンシーを含めて早い段階で身につける

べきスキルであるビジネスアナリシス資格の取得を強くオススメします。 

IIBA本部・日本支部や協力頂いた方のアドバイスや激励等のお陰で、ECBA・CCBA 

に続き、CBAPも無事合格することができましたので心から感謝致します。 

 

PS, 合格のコツをもっと知りたい方は、お気軽にメールを頂ければと思います。  

（kydss156@yahoo.co.jp) 

                 

記：2023年 1 月 1日 

mailto:kydss156@yahoo.co.jp

